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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子書籍を表示する電子書籍表示装置において、
　予め前記電子書籍に対応づけられた版元付加情報を含む当該電子書籍と、前記電子書籍
に対応づけて付加された一又は複数の種類の利用者付加情報とを記憶する記憶手段と、
　前記版元付加情報及び前記利用者付加情報のうち、一又は複数の付加情報を選択する選
択手段と、
　前記選択手段により選択された付加情報は前記電子書籍と併せて表示し、選択されない
付加情報は表示しない制御を行う制御手段と、
　を備えていることを特徴とする電子書籍表示装置。
【請求項２】
　前記版元付加情報は、リンク情報を有しており、
　前記制御手段は、
　前記電子書籍に表示されている前記版元付加情報が選択された場合、前記選択された版
元付加情報のリンク情報に基づいてコンテンツを表示する又はリンク情報が示すページ又
はＷＥＢページを表示することを特徴とする請求項１に記載の電子書籍表示装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、付加情報としてリンク情報を表示する場合に、リンク情報のリンクの
種類、リンク先の情報に応じて、表示態様を変えて表示することを特徴とする請求項１又
は２に記載の電子書籍表示装置。
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【請求項４】
　電子書籍を表示する電子書籍表示装置において、
　電子書籍のページの位置と、しおりの色を示す種別とを含めたしおりデータを設定する
しおりデータ設定手段と、
　前記しおりデータが設定されたページの位置と、当該ページの位置が含まれる項目名と
、当該ページのプレビュー画像とを一覧表示する一覧表示手段と、
　を備え、
　前記一覧表示手段は、しおりの色毎に、前記ページの位置と、前記項目名と、前記ペー
ジのプレビュー画像とを表示することを特徴とする電子書籍表示装置。
【請求項５】
　前記電子書籍に対応づけて付加された一又は複数の種類の利用者付加情報を記憶する記
憶手段を更に備え、
　前記一覧表示手段は、前記ページの位置に前記利用者付加情報が記憶されているときは
、前記ページのプレビュー画像に前記利用者付加情報を併せて表示することを特徴とする
請求項４に記載の電子書籍表示装置。
【請求項６】
　電子書籍として、複数の電子書籍を表示可能であって、
　前記一覧表示手段は、前記しおりの色毎に、前記しおりデータが設定されている電子書
籍の前記ページの位置と、前記項目名と、前記ページのプレビュー画像とを表示すること
を特徴とする請求項４又は５に記載の電子書籍表示装置。
【請求項７】
　請求項１から６の何れか一項に記載の電子書籍表示装置で表示可能な電子書籍を生成す
ることを特徴とする電子書籍生成装置。
【請求項８】
　電子書籍を表示するコンピュータに、
　予め前記電子書籍に対応づけられた版元付加情報を含む当該電子書籍と、前記電子書籍
に対応づけて付加された一又は複数の種類の利用者付加情報とを記憶する記憶機能と、
　前記版元付加情報及び前記利用者付加情報のうち、一又は複数の付加情報を選択する選
択機能と、
　前記選択機能により選択された付加情報は前記電子書籍と併せて表示し、選択されない
付加情報は表示しない制御を行う制御機能と、
　を実現させるプログラムであって、
　前記版元付加情報は、リンク情報を有しており、
　前記制御機能は、
　前記電子書籍に表示されている前記版元付加情報が選択された場合、前記選択された版
元付加情報のリンク情報に基づいてコンテンツを表示する又はリンク情報が示すページ又
はＷＥＢページを表示することを特徴とするプログラム。
【請求項９】
　電子書籍を表示するコンピュータに、
　電子書籍のページの位置と、しおりの色を示す種別とを含めたしおりデータを設定する
しおりデータ設定機能と、
　前記しおりデータが設定されたページの位置と、当該ページの位置が含まれる項目名と
、当該ページのプレビュー画像とを一覧表示する一覧表示機能と、
　を実現させるためのプログラムであって、
　前記一覧表示機能は、しおりの色毎に、前記ページの位置と、前記項目名と、前記ペー
ジのプレビュー画像とを表示することを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子書籍を表示する電子書籍表示装置等に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　電子書籍の利便性を追求するために、様々な提案がなされている。電子書籍の閲覧性の
向上や、使い勝手の向上を考慮し、様々な付加情報を付加して活用する技術が開示されて
いる。
【０００３】
　例えば、特許文献１では、付加情報としてしおり機能が活用されている。しおり機能を
活用することにより、利用者は所望する位置にアクセスすることが可能となる。
【０００４】
　また、特許文献２では、付加情報としてメモ機能が活用されている。メモ機能を活用す
ることにより、利用者はテキストを貼り付けて、電子書籍にメモを追加することが出来る
ようになる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１２－２２６６２６号公報
【特許文献２】特開２０１１－２４２８６８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、従前は紙媒体で利用される「しおり」や、付箋等を利用したメモを、単純に電
子書籍に利用したといったものが大半であった。したがって、利用者は、紙媒体と同等の
機能は利用出来るが、それ以上の使い勝手を得ることは難しかった。
【０００７】
　とくに、紙媒体の書籍と比較して、電子書籍の方が気軽にメモやしおり等の付加情報を
付けやすいというメリットがある。しかし、メモを大きく書き込んだりすると視認性が落
ちてしまったり、しおりを多く利用すると、結果として表示したい箇所が探せないといっ
た使い勝手が低下してしまうという問題点が生じていた。
【０００８】
　上述した課題に鑑み、本発明の目的は、電子書籍データに付加される付加情報を、適切
に活用することにより、利用者にとって使い勝手のよい電子書籍表示装置等を提供するこ
とである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上述した課題を解決するために、本発明の電子書籍表示装置は、電子書籍を表示する電
子書籍表示装置であって、電子書籍に対応づけて記憶される複数の種類の付加情報を記憶
する付加情報記憶手段と、前記付加情報のうち、一又は複数の種類を選択する選択手段と
、前記選択手段により選択された付加情報は前記電子書籍と併せて表示し、選択されない
付加情報は表示しない制御を行う付加情報表示手段と、を備えたことを特徴とする。
【００１０】
　本発明の電子書籍表示装置は、電子書籍を表示する電子書籍表示装置であって、電子書
籍のページの位置と、しおりの種別とを含めたしおりデータを設定するしおりデータ設定
手段と、前記しおりデータが設定されたページ位置を一覧表示する一覧表示手段と、を備
え、前記一覧表示手段は、しおりの種別毎にページ位置を表示することを特徴とする。
　また、本発明の電子書籍生成装置は、上述した電子書籍表示装置で表示可能な電子書籍
を生成することを特徴とする。
【００１１】
　本発明のプログラムは、電子書籍を表示するコンピュータに、電子書籍に対応づけて記
憶される複数の種類の付加情報を記憶する付加情報記憶機能と、前記付加情報のうち、一
又は複数の種類を選択する選択機能と、前記選択機能により選択された付加情報は前記電
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子書籍と併せて表示し、選択されない付加情報は表示しない制御を行う付加情報表示機能
と、を実現させることを特徴とする。
【００１２】
　本発明のプログラムは、電子書籍を表示するコンピュータに、電子書籍のページの位置
と、しおりの種別とを含めたしおりデータを設定するしおりデータ設定機能と、前記しお
りデータが設定されたページ位置を一覧表示する一覧表示機能と、を実現させるためのプ
ログラムであって、前記一覧表示機能は、しおりの種別毎にページ位置を表示することを
特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、電子書籍に対応づけて記憶される複数の種類の付加情報を記憶してお
り、当該付加情報のうち、一又は複数の種類が選択され、選択された付加情報は電子書籍
と併せて表示され、選択されない付加情報は表示されないこととなる。したがって、利用
者は必要な付加情報だけを選択して表示させると言ったことが可能となる。
【００１４】
　また、本発明によれば、電子書籍のページの位置と、しおりの種別とを含めたしおりデ
ータを設定し、しおりデータが設定されたページ位置を一覧表示可能となる。そして、こ
のとき、しおりの種別毎にページ位置を表示することができる。したがって、利用者は、
しおりに意味を持たせて利用することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本実施形態におけるシステム全体を説明するための概略図である。
【図２】本実施形態における電子書籍表示装置の機能構成を説明するための図である。
【図３】本実施形態における記憶部の構成を説明するための図である。
【図４】本実施形態における電子書籍ファイルのデータ構造の一例を説明するための図で
ある。
【図５】本実施形態における利用者付加情報のデータ構造の一例を説明するための図であ
る。
【図６】本実施形態における利用者付加情報のデータ構造の一例を説明するための図であ
る。
【図７】本実施形態におけるライブラリ表示処理の動作を説明するためのフロー図である
。
【図８】本実施形態における電子書籍表示処理の動作を説明するためのフロー図である。
【図９】本実施形態における付加情報表示処理の動作を説明するためのフロー図である。
【図１０】本実施形態における実施例として、電子書籍の一覧表示を説明するための画面
例である。
【図１１】本実施形態における実施例として、リンク表示を説明するための画面例である
。
【図１２】本実施形態における実施例として、インジケータ表示を説明するための画面例
である。
【図１３】本実施形態における実施例として、インジケータ表示、マーカー表示を説明す
るための画面例である。
【図１４】本実施形態における実施例として、インジケータ表示、メモ表示を説明するた
めの画面例である。
【図１５】本実施形態における実施例として、メモ表示を説明するための画面例である。
【図１６】本実施形態における実施例として、メモ表示を説明するための画面例である。
【図１７】本実施形態における実施例として、カメラデータの表示を説明するための画面
例である。
【図１８】本実施形態における実施例として、カメラデータの表示を説明するための画面
例である。
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【図１９】本実施形態における実施例として、インジケータ表示、手描きメモ表示を説明
するための画面例である。
【図２０】本実施形態における実施例として、ページ切り替え表示を説明するための画面
例である。
【図２１】本実施形態における実施例として、しおり機能を説明するための画面例である
。
【図２２】本実施形態における実施例として、マイデータ表示（電子書籍表示画面）を説
明するための画面例である。
【図２３】本実施形態における実施例として、マイデータ表示（一覧表示画面）を説明す
るための画面例である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、図面を参照して本発明を実施するための形態について説明する。なお、以下の実
施形態の内容に本発明の内容が限定されるものではないことは勿論である。
【００１７】
　［１．システム全体］
　本発明の電子書籍が表示可能な端末装置（電子書籍表示装置）が含まれるシステム１に
ついて、図１を用いて説明する。図１に示すように、電子書籍を閲覧表示可能な電子書籍
表示装置１０は、ネットワークＮＷを介して管理サーバ２０と接続される。
【００１８】
　電子書籍表示装置１０は、利用者が利用する端末装置であり、例えばタブレット型で構
成されている。このとき、電子書籍表示装置１０は、電子書籍を閲覧可能な専用端末装置
であっても良いし、例えばAndroid、iOS、Windows、Linux（登録商標）といった一般的な
ＯＳが動作するタブレット装置に、電子書籍が閲覧可能なアプリケーション（ビューアソ
フト）をインストールしたものであっても良い。
【００１９】
　また、本明細書では、説明の都合上、電子書籍（電子書籍データ）が表示可能な電子書
籍表示装置としては、電子書籍表示装置１０として説明するが、電子書籍表示装置自体は
複数接続可能なことは勿論である。例えば、コンピュータ１５にアプリケーションをイン
ストールしたり、ＷＥＢサービスにより電子書籍の表示機能が提供されてもよい。
【００２０】
　管理サーバ２０は、電子書籍を管理・提供するサーバである。電子書籍提供事業者が管
理・運用しており、電子書籍表示装置１０に対して電子書籍がコンテンツとして提供され
る。電子書籍提供事業者としては、出版社、取次会社、書店、ソフトウェア会社といった
種々の事業者が考えられる。
【００２１】
　ここで、本明細書でいう電子書籍、電子書籍データとは、電子書籍表示装置１０で閲覧
可能なコンテンツをいう。例えば、ＰＤＦ（Portable Document Format）、ＨＴＭＬ（Hy
per Text Markup Language）、ＸＭＬ（Extensible Markup Language）、ＳＧＭＬ（Stan
dard Generalized Markup Language）、ＥＰＵＢ、テキストファイル、ドキュメントファ
イルといったコンテンツデータである。
【００２２】
　また、電子書籍表示装置１０上で、電子書籍を表示させるときに、頁送りや、拡大縮小
表示、検索機能、しおり機能が実現可能となる。また、リンク機能を利用して他のインタ
ーネット上のコンテンツを表示させたり、画像、音声、動画等を含めて表示させたりして
も良い。このような複合的なコンテンツを電子書籍と言う。
【００２３】
　また、管理サーバ２０は、機能毎に異なるサーバ構成としても良い。例えば、電子書籍
を記憶するサーバや、課金管理のサーバを異なることとしても良いし、電子書籍のデータ
を電子書籍定業事業者毎、例えば出版社毎に用意しても良い。
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【００２４】
　また、電子書籍表示装置１０は、ネットワークに接続せずに、例えば装置自体に記憶さ
れた電子書籍が表示可能な装置であってもよい。予め記憶されている電子書籍や、ＵＳＢ
メモリや、ＳＤカード（登録商標）に記憶された電子書籍が表示可能な装置であっても良
い。
【００２５】
　［２．機能構成］
　続いて、電子書籍表示装置１０（図２）の機能構成について図を用いて説明する。
【００２６】
　電子書籍表示装置１０は、制御部１００と、記憶部２００と、通信部３００と、表示部
４００と、操作入力部５００とを備えて構成されている。
【００２７】
　制御部１００は、電子書籍表示装置１０の全体を制御するための機能部である。制御部
１００は、記憶部２００に記憶されている各種プログラムを読み出して実行することによ
り各種機能を実現しており、例えばＣＰＵ（Central Processing Unit）により構成され
ている。
【００２８】
　記憶部２００は、電子書籍表示装置１０の動作に必要な各種プログラムや、各種データ
が記憶されている機能部である。記憶部２００は、例えば、半導体メモリや、ＨＤＤ（Ha
rd Disk Drive）等により構成されている。
【００２９】
　ここで、記憶部２００は、図３に示すように、電子書籍ファイル２１０と、利用者付加
情報２２０とが記憶されており、プログラムとして、ライブラリ表示プログラム２３０と
、電子書籍表示プログラム２４０とが記憶されている。
【００３０】
　ここで、電子書籍ファイル２１０や、利用者付加情報２２０は、利用者毎に管理可能で
あって、複数記憶されていても良い。また、電子書籍ファイル２１０は、複数のファイル
が記憶可能であり、利用者が閲覧可能な電子書籍に関するファイルが記憶されている。
【００３１】
　電子書籍ファイル２１０は、出版社等の電子書籍（コンテンツ）提供者側が用意するフ
ァイルである。予め記憶されていても良いし、ネットワークＮＷを介して管理サーバ２０
から受信してもよい。
【００３２】
　電子書籍ファイルのデータ構成の一例を図４に示す。図４に示すように、電子書籍ファ
イルは、書籍識別コードと、書籍情報と、書影データと、電子書籍データと、版元付加情
報と、ページ番号対応情報とを含んで構成されている。
【００３３】
　書籍識別コードは、電子書籍を識別するための識別情報である。書籍識別コードとして
は、システムが一意のコードを改めて付しても良いし、予め一意で定められているコード
（例えば、ＩＳＢＮコード、雑誌コード）を利用しても良い。
【００３４】
　ＩＳＢＮコード、雑誌コードといった共通のコードを利用する場合には、異なるシステ
ムであっても、データを共通化できるという利点がある。また、改めてコードを付与する
必要が無いという利点が考えられる。
【００３５】
　書籍情報は、電子書籍に関する情報が記憶されており、例えば書籍名、著者名、発行日
、版刷、価格といった様々な情報が記憶されている。なお、これらの情報は、電子書籍デ
ータに含まず、ＩＳＢＮコード等から他のデータベースを参照しても良い。
【００３６】
　書影ファイルは、電子書籍を一覧表示する場合や、目次表示等の閲覧処理において必要
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に応じて電子書籍の書影を表示する場合に利用される画像ファイルである。本実施形態で
は、一例として「900162011.jpg」のような画像ファイル（JPGファイル）が記憶されてい
る。なお、書影ファイルは、電子書籍ファイルに含めず、書籍ファイルよりその都度生成
しても良い。
【００３７】
　電子書籍データは、電子書籍として表示する場合に利用される電子書籍に関するデータ
が記憶されている。書籍ファイルは、本実施形態のようにＰＤＦ形式のファイルであって
も良いし、ＧＩＦ形式、ｅＰＵＢ形式、ＨＴＭＬ形式といった汎用的なフォーマットを利
用してもよい。
【００３８】
　版元付加情報は、電子書籍ファイルの提供者である出版社等が付加する情報である。付
加情報としては、ページ番号（Ｐ番号）と、当該ページの中の位置を示す位置情報と、当
該付加情報に記憶されるリンク先とが記憶される。
【００３９】
　ここで、ページ番号としては、後述するデータページ番号で記憶しても良いし、書籍ペ
ージ番号で記憶しても良い。また、位置情報としては、本実施形態においては当該ページ
の座標位置として記憶するが、文字位置（例えば行・列の位置）で記憶しても良い。
【００４０】
　リンク先は、利用者が当該付加情報を選択したときの挙動を示すための情報である。例
えば、図４のように「Ｐ．１０５－（２００、１０）」と位置が記憶されていれば、電子
書籍データ内の異なる位置にジャンプ処理をすることが記憶されている。また、「120820
gk231.jpg」のようにファイル名（データ名）が記憶されていれば、コンテンツ内のファ
イル（データ）が表示・再生されることとなる。
【００４１】
　それ以外にも、例えば「http://」で始まるリンク先が記憶される事で、外部のWEBペー
ジが表示されたり、「xxx@xxx.ne.jp」とアドレスが記憶されることで、当該宛先にメー
ルを送信するような挙動であっても良い。
【００４２】
　ページ番号対応情報は、属性に対応して、電子書籍データにおける物理的なページ番号
であるファイルページ番号と、電子書籍として表示・管理される論理的なページ番号であ
る書籍ページ番号との対応を記憶している。
【００４３】
　ここで、電子書籍には、紙媒体の書籍と同様に複数の領域毎に属性があり、複数のペー
ジ番号の概念が登場する。すなわち、電子書籍の場合、前から単純に連番となっていない
場合がある。例えば、目次の箇所や索引の箇所は本文と異なるページ番号がふられること
がある。また、付録等の別冊がある場合、電子書籍データ（例えば、PDFファイル）では
、ページは連続しているが、異なるページ番号が割り当てられる。
【００４４】
　これらの、目次や索引、本文といった領域を属性とし、属性（領域）毎にページ番号（
頁表記）を対応させている。これにより、利用者は電子書籍データに表示されているペー
ジ番号で検索できたり、ジャンプしたりすることが可能となる。
【００４５】
　また、書籍ページ番号は、書籍の場合割り当てられていないページがある。このような
場合は非表示とする場合に書籍ページ番号を「なし」としても良い。
【００４６】
　また、属性については必要なものを記憶しておけばよい。少なくとも本文について記憶
されていれば良い。例えば、電子書籍によって、本機能を利用しない場合、本文にファイ
ルページ番号と書籍ページ番号とが同一のものを割り当てればよい。
【００４７】
　なお、本実施形態では電子書籍ファイル２１０とまとめて記憶しているが、別のファイ
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ルとして記憶しても良い。
【００４８】
　利用者付加情報２２０は、利用者が、電子書籍に付加できる種々の付加情報を記憶する
ファイルである。この利用者付加情報２２０には、メモデータ情報２２０ａ、手描きデー
タ情報２２０ｂ、マーカーデータ情報２２０ｃ、カメラデータ情報２２０ｄ及びしおりデ
ータ情報２２０ｅが記憶されている。なお、利用者付加情報２２０は、本実施形態ではこ
の５種類について説明するが、この中のデータのうち、必要なものを組み合わせれば十分
なことは勿論である。
【００４９】
　メモデータ情報２２０ａのデータ構成の一例を図５（ａ）に示す。具体的には、書籍識
別コードに対応づけて、当該電子書籍データのページ番号と、位置情報と、大きさ情報と
、色情報と、メモ状態と、メモデータとが記憶されている。
【００５０】
　ページ番号は、電子書籍データにおけるページ番号が記憶されており、上述したファイ
ルページ番号又は書籍ページ番号が記憶されている。例えば、ファイルページ番号が記憶
されている場合は、後述する画面表示においては、書籍ページ番号に変換されて表示され
る。また、書籍ページ番号が記憶されている場合は、リンク機能等でページを切り替える
ときにファイルページ番号に変換されて利用される。すなわり、どちらで記憶しても良く
、両方記憶しても良い。本実施形態では、説明の都合上、以下「ページ番号」として説明
する。
【００５１】
　位置情報及び大きさ情報は、メモが付されている場所を記憶している。本実施形態では
、ページ内の座標位置が記憶されており、メモが貼り付けられている座標位置として「位
置情報」、そしてメモの大きさを示す「大きさ情報」とが記憶されている。本実施形態の
メモは、大きさを可変させることが特徴である。すなわり、利用者の操作により、メモの
大きさを大きくしたり、小さくしたり自由にすることが可能である。
【００５２】
　なお、本実施形態おいて、利用者付加情報２２０において、位置情報と大きさ情報とを
分けているが、同じとしても良い。すなわち、位置情報として、左上、右下の座標を記憶
しても良い。
【００５３】
　色情報は、メモの色を示す情報である。色情報としては、複数の色が割り当てられてお
り、利用者が指定した色情報（例えば、「３」で薄黄色等）が記憶されている。ここで、
本実施形態おける電子書籍表示装置１０は、暗い色が選択された場合、メモとして表示さ
れるテキストは明るい色が選択される。例えば、メモの色が「薄黄色」の場合、文字は「
黒色」で表示されるが、メモの色が「焦げ茶色」の場合、文字は「白色」となる。
【００５４】
　また、メモ状態は、当該メモを表示しておくのか、アイコンとして表示するのかを示す
情報である。メモとして表示する場合は「表示」、アイコンとして表示する場合には「最
小」として記憶される。また、メモを非表示にしたい場合は「非表示」としてもよい。
【００５５】
　ここでアイコン表示とは、メモが貼り付けられていることを示すための状態表示を言う
。メモがあることを示す、文字、記号、絵が表示されても良いし、メモを縮小表示した物
が表示されても良い。本実施形態における最小表示とは、このような種々の表現方法が含
まれる。
【００５６】
　メモデータは利用者が入力したメモデータが記憶される。例えば、テキストデータや、
手描きで書かれた画像データが記憶される。なお、メモが手描き画像の場合、後述する手
描きデータと異なり、メモ領域内に描画されている。
【００５７】
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　手描きデータ情報２２０ｂのデータ構成の一例を図５（ｂ）に示す。具体的には、書籍
識別コードに対応づけて、ページ番号と、位置情報と、大きさ情報と、手描きデータとが
記憶されている。
【００５８】
　ここで、手描きデータ情報２２０ｂは、入力された手描きデータが保存される。ここで
、本実施形態では、手描きされたデータをベクトルデータとして記憶し、後で利用者が編
集することが可能である。手描きデータには、線図の位置、大きさ、色、太さといった種
々の情報が記憶されており、手描きデータを利用する事で、表示された電子書籍に重畳的
に表示させることが可能となる。なお、手描きされたデータを、認識し、文字情報として
記憶しても良い。
【００５９】
　マーカーデータ情報２２０ｃのデータ構成の一例を図５（ｃ）に示す。具体的には、書
籍識別コードに対応づけて、ページ番号と、位置情報と、色情報と、種類と、メモ状態と
、メモデータとがマーカーデータとして記憶されている。
【００６０】
　マーカーデータ情報２２０ｃに記憶されるマーカーデータは、表示された電子書籍の文
字に対してマーカーを付した場合に記憶される情報である。本実施形態の場合は、マーカ
ーの位置としては、ページ内の座標で記憶しているが、文字位置で記憶しても良い。
【００６１】
　また、マーカーの太さは任意の太さとしても良いし、表示されているテキストの大きさ
によって自動的に大きさを可変させても良い。例えば、文字サイズが大きい場合はマーカ
ーが太く、小さい場合はマーカーが細くなっても良い。
【００６２】
　また、本実施形態のマーカーは色情報と、種類とを記憶している。色情報はマーカーの
色が記憶されており、利用者が後で変更することが可能である。また、種類としては「透
過」「塗りつぶし」が記憶される。透過の場合は、マーカーの下の文字を利用者は確認す
ることが可能であるが、「塗りつぶし」の場合は、透過率が０％となり、下の文字を利用
者は確認することができない。
【００６３】
　また、マーカーにはメモを付けることが可能である。マーカーに付けられたメモは「メ
モ状態」として記憶される。このとき、マーカーと併せて表示するか、アイコン表示する
かを「メモ状態」に記憶している。
【００６４】
　カメラデータ情報２２０ｄのデータ構成の一例を図５（ｄ）に示す。具体的には、書籍
識別コードと、ページ番号と、位置情報と、大きさ情報と、画像状態と、カメラデータ（
画像データ）とが記憶されている。
【００６５】
　ここで、ページ番号、位置情報、大きさ情報については、上述した他の利用者付加情報
と同じ内容である。また、画像状態も、例えばメモ状態と同じものである。
【００６６】
　また、カメラデータ情報２２０ｄには、画像データが記憶されている。画像データとし
ては、予め記憶された画像や、ダウンロードされた画像データを記憶することが可能とな
る。また、電子書籍表示装置１０がカメラ機能を有する場合には、当該カメラ機能で撮影
した画像を利用しても良い。
【００６７】
　しおりデータ情報２２０ｅは、しおり機能を利用するために、利用者が付したしおりを
しおりデータとして記憶する。例えば、図６に示すように、書籍識別コードに対応づけて
、ページ番号と、しおり種別とが記憶されている。
【００６８】
　しおり機能を利用することにより、利用者は当該ページを直接表示する（ジャンプする
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）ことが可能となる。ここで、本実施形態のしおりデータ情報２２０ｅには、しおりの種
別が記憶されている。
【００６９】
　しおりの種別によって、利用者は複数のしおりを分類して付けることが可能となる。ま
た、当該しおりが表示される場合は、しおり種別毎に色を分けたり、記号表示をしたり、
文字表示をすることが可能となる。
【００７０】
　なお、利用者付加情報２２０は、利用者以外が生成しても良い。例えば、教育機関の場
合、教育機関職員や、先生、教授といった指導者が予め作成し、電子書籍表示装置１０に
ダウンロードするようにしても良い。また、利用者自身がインポート／エクスポートを行
うことにより、自分が他の装置で生成したり、他人が生成したりした利用者付加情報を入
出力してもよい。
【００７１】
　ライブラリ表示プログラム２３０は、電子書籍表示装置１０が記憶している電子書籍フ
ァイルを一覧表示するためのプログラムであり、制御部１００により読み出され、実行さ
れることで、電子書籍表示装置１０上でライブラリ表示機能が実現される。
【００７２】
　電子書籍表示プログラム２４０は、電子書籍データを表示するためのプログラムであり
、制御部１００に読み出され、実行されることで、電子書籍表示装置１０上で電子書籍表
示機能が実現される。
【００７３】
　ここで、電子書籍表示機能は、いわゆる電子書籍ビューアが実現する一般的な機能（例
えば、電子書籍の１頁／複数頁表示、ページ送り機能、ジャンプ機能等）は実現可能であ
る。このような一般的に電子書籍ビューアで実現される各機能は、従前の機能であるため
、本明細書における詳細な説明を省略する。
【００７４】
　通信部３００は、電子書籍表示装置１０がネットワークＮＷに接続時に利用されるネッ
トワークインタフェースを提供する。通信部３００は、例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１ａ
／ｂ／ｇ／ｎ等で実現される無線ＬＡＮや、有線ＬＡＮ、ＬＴＥ回線を利用した携帯電話
網等のインタフェースが利用可能である。
【００７５】
　表示部４００は、各種情報を表示するための機能部であり、例えばＬＣＤ、有機ＥＬデ
ィスプレイにより構成されている。また、ＨＤＭＩ（登録商標）や、ＵＳＢを介して外部
モニタに表示することとしても良い。
【００７６】
　操作入力部５００は、利用者からの操作入力を検出するための機能部である。例えば、
タッチパネルにより実現してもよいし、ハードウェアキーや、キーボード、マウス、音声
入力装置といった各入力装置で実現されてもよい。
【００７７】
　また、表示部４００と、操作入力部５００とを一体に形成し、タッチパネルディスプレ
イとして電子書籍表示装置１０に設けることとしても良い。
【００７８】
　撮影部６００は、画像を撮影するための機能部であり、例えば、ＣＣＤ素子を利用した
カメラ等により構成されている。撮影された画像は、画像データとして、記憶部２００に
記憶される。また、画像データはカメラメモとして、利用者付加情報２２０（カメラデー
タ情報２２０ｄ）として利用可能である。
【００７９】
　なお、上述した電子書籍表示装置１０の機能構成は一例であり、全ての機能部を必ずし
も有する必要は無い。例えば、通信機能を有していなければ通信部３００は不要であり、
カメラ機能を有していなければ撮影部６００は不要である。
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【００８０】
　［３．処理の流れ］
　続いて、本実施形態における処理の流れについて、図に示したフローチャートを利用し
て説明する。
【００８１】
　［３．１　ライブラリ表示処理］
　まず、ライブラリ表示処理について、図７を用いて説明する。ライブラリ表示処理によ
り、まず記憶されている電子書籍が一覧表示される（ステップＳ１０２）。すなわち、電
子書籍表示装置１０に記憶されている電子書籍ファイル２１０が、それぞれ書棚のように
表示される。このとき、電子書籍を表すために書影が、書影データに基づいて表示される
。なお、一覧表示は必ずしも書棚のように表示される必要は無く、例えば電子書籍名だけ
が一覧表示されてもよい。
【００８２】
　続いて、利用者により電子書籍（ファイル）が選択されると（ステップＳ１０４；Ｙｅ
ｓ）、電子書籍が表示される。具体的には、選択された電子書籍ファイルに含まれる電子
書籍データが表示されることで、利用者が閲覧可能となる。ここで、表示されるページと
しては、閲覧履歴を利用する場合、すなわち前回表示したページ位置を利用する場合は、
当該最終閲覧位置を表示位置に設定し、電子書籍表示処理を実行する（ステップＳ１１４
；Ｙｅｓ→ステップＳ１１６→ステップＳ１２０）。
【００８３】
　また、閲覧履歴を利用しない場合又は最終閲覧位置が記憶されていない場合には、表示
位置として最初のページから表示される（ステップＳ１１４；Ｎｏ→ステップＳ１２０）
。
【００８４】
　また、電子書籍が選択されずに、マイデータ表示が選択された場合、マイデータ一覧表
示処理が実行される（ステップＳ１０４；Ｎｏ→ステップ１０６；Ｙｅｓ→ステップＳ１
０８）。
【００８５】
　ここで、マイデータ表示とは、利用者付加情報２２０に記憶されている利用者付加情報
が一覧表示され、利用者が利用出来るようにする機能である。利用者付加情報の種類毎に
ソートして一覧表示が可能であり、当該一覧表示は、例えば種別や属性、更新日、書籍毎
のソート表示が可能である。
【００８６】
　例えば、利用者付加情報として、しおりデータが選択された場合、しおりデータ情報２
２０ｅに記憶されているしおりデータ（書籍データ、書籍データ内のページ位置）が一覧
表示される。また、このとき、しおりの種別ごとにソートしたり、書籍データ毎にソート
したりすることが可能となる。また、しおりを記憶した日（更新日）が併せて記憶されて
いる場合には、更新日順にソートすることができる。また、ソートは昇順/降順の何れで
あっても良いし、しおりであれば選択した種別（色）から順に表示されても良い。
【００８７】
　その他にも、手描きデータの場合には、手描きデータ情報２２０ｂに記憶された手描き
データに基づいて、ページ表示と併せてプレビュー表示が併せて表示されても良いし、メ
モデータであれば、メモデータ情報２２０ａに記憶されたメモの色情報と合わせたアイコ
ンを表示するといったことでも良い。
【００８８】
　マイデータ表示処理により、表示された利用者付加情報が選択された場合には（ステッ
プＳ１１０；Ｙｅｓ）、選択された利用者付加情報のページ番号に基づいて表示位置に設
定する。そして、利用者付加情報が記憶している書籍識別コードに対応する電子書籍デー
タと、設定された表示位置とに基づいて、電子書籍表示処理が実行され、電子書籍が表示
される。
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【００８９】
　［３．２　電子書籍表示処理］
　つづいて、電子書籍表示処理について、図８を用いて説明する。まず、電子書籍データ
が表示されることにより、利用者は電子書籍を閲覧することが出来るようになる（ステッ
プＳ２０２）。ここで、表示されるページは、図７のライブラリ表示処理おいて、表示位
置が設定されている場合は、当該ページ番号を表示し、設定されていない場合は最初のペ
ージを表示する。また、表示されるページ数は１ページずつでも良いし、見開き２ページ
の表示であっても良い。更にそれ以上のページを表示しても良い。
【００９０】
　続いて、付加情報表示処理を実行する（ステップＳ２０４）。付加情報表示処理が実行
されることにより、版元付加情報及び利用者付加情報が電子書籍に表示されることになる
。ここで、付加情報表示処理について、図９を用いて説明する。
【００９１】
　付加情報表示処理は、後述するインジケータ表示により、利用者が表示すると選択され
た付加情報を表示する処理である。現在表示されている電子書籍データに、付加情報を併
せて表示することとなる。また、付加情報が表示されていない場合、各機能は利用出来な
いことになる。
【００９２】
　例えば、「図１」という言葉にリンクが貼られている場合、リンク情報を「ＯＮ」にし
ている場合は、当該「図１」に表示されたリンク情報を選択することにより、図１の内容
が表示されたり、該当箇所にジャンプされたりと、リンク機能を利用することができる。
しかし、リンク情報を「ＯＦＦ」にした場合には、「図１」にリンクを示す識別表示もさ
れず、「図１」を利用者が選択しても、何も動作しないこととなる。
【００９３】
　具体的には、表示される付加情報について、全てＯＮ／ＯＦＦを任意の組み合わせにお
いて可能である。例えば、リンク情報が「ＯＮ」であれば、リンク表示が行われる（ステ
ップＳ３０２；Ｙｅｓ→ステップＳ３０４）。また、マーカーが「ＯＮ」であれば、マー
カーの表示、すなわちマーカーデータ情報２２０ｃに記憶されたマーカーデータに基づい
て、マーカーの表示が行われる（ステップＳ３０６；Ｙｅｓ→ステップＳ３０８）。
【００９４】
　また、メモが「ＯＮ」であれば、メモの表示が行われる（ステップＳ３１０；Ｙｅｓ→
ステップＳ３１２）。具体的には、メモデータ情報２２０ａからメモデータを読み出して
表示する。
【００９５】
　また、手描きメモが「ＯＮ」であれば、手描きメモの表示が行われる（ステップＳ３１
４；Ｙｅｓ→ステップＳ３１６）。具体的には、手描きデータ情報２２０ｂから手描きデ
ータを読み出して表示する
【００９６】
　また、カメラデータが「ＯＮ」であれば、カメラデータの表示が行われる（ステップＳ
３１８；Ｙｅｓ→ステップＳ３２０）。具体的には、カメラデータ情報２２０ｄから、カ
メラデータ（画像データ）を読み出して表示する。
【００９７】
　このように、各付加情報は、表示のＯＮ／ＯＦＦを任意の組み合わせで利用者が行うこ
とが可能である。
【００９８】
　上述の表示ＯＮ／ＯＦＦを行なえることで、付加情報を含んだ電子書籍特有の利用をし
たい場合と、付加情報を表示させずに紙媒体に近い紙面閲覧をする場合の、異なる電子書
籍利用を利用者は選択することができる。
【００９９】
　この付加情報の選択は、インジケータ表示にて行う。図８の動作フローに戻って説明す
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ると、インジケータが呼び出されると（ステップＳ２０６；Ｙｅｓ）、インジケータ表示
が行われる。インジケータ表示とは、付加情報を利用（表示）するか否かを選択させるた
めの表示である。
【０１００】
　そして、インジケータが選択（付加情報が選択）されると、選択された付加情報に基づ
いて、再度付加情報表示処理が実行される（ステップＳ２０８→ステップＳ２１０→ステ
ップＳ２０４）。なお、本実施形態では、インジケータ表示を利用して簡易に選択できる
こととしているが、例えば設定画面等において、表示／非表示（利用するか否か）を選択
できても良い。
【０１０１】
　続いて、図８の電子書籍表示処理において、インジケータ呼出しが行われず、他の操作
が検出された場合は（ステップＳ２１２；Ｙｅｓ）、当該操作は付加情報が選択されてい
るか否かについて判定する。
【０１０２】
　ここで、付加情報が選択されていない場合は、通常の電子書籍操作処理が行われたと判
定し、操作に応じた電子書籍操作処理を実行する（ステップＳ２１４；Ｎｏ→ステップＳ
２５０）。
【０１０３】
　ここで、電子書籍操作としては、例えばスライド操作による頁送り、戻しや、ピンチイ
ン、ピンチアウト操作により縮小・拡大操作等の種々の操作が行われる。これらの操作に
ついては、従来の電子書籍ビューアにある機能のため、説明を省略する。
【０１０４】
　なお、本実施形態において、従来と異なる動作は、頁送り動作において、上下方向のス
ワイプ操作でも、左右方向のスワイプ操作でも行える点に特徴がある。通常、横めくり方
向の電子書籍の場合は、左右方向のスワイプ操作を行い、ＷＥＢページ等の画面では、上
下方向のスワイプ操作でページを切り替える操作が行われる。
【０１０５】
　本実施形態の電子書籍表示装置１０では、横めくり方向の電子書籍であっても、頁送り
動作において、上下方向でも左右方向でも行うことが可能である。これにより、利用者は
複数の動作でページを切り替えることが可能となる。
【０１０６】
　付加情報が選択された場合には、付加情報動作処理が実行される。付加情報動作処理は
、具体的に付加情報が選択された場合に行われる処理である。例えば、メモをタップする
ことにより、追記できたり、色が変更出来たりする。マーカーの箇所をタップすると、メ
モを追加したり、色を変えたりすることができる。また、マーカーが透過状態の場合、重
ねて引くことにより、より濃い状態のマーカーを引くことが可能となる。
【０１０７】
　そのほかにも、メモ・カメラデータ（画像）の大きさを変えられたり、位置を変えたり
、メモを最小状態としたり、通常状態に戻したりといった各種操作が可能である。
【０１０８】
　また、付加情報の１つであるしおりが選択された場合には、当該ページにしおりを付加
する処理を行う。このとき、しおりに種別を選択することができ、しおりデータ情報２２
０ｅに記憶されるしおりデータは、ページ番号としおり種別とが記憶されることとなる。
【０１０９】
　また、電子書籍が表示されている状態でも、マイデータ一覧表示を実行することが可能
である（ステップＳ２２２；Ｙｅｓ→ステップ２２４）。ここで、ライブラリ表示処理に
おいて実行されたマイデータ一覧表示処理（図７のステップＳ１０８）と、基本的に動作
は同じであるが、表示される利用者付加情報の範囲が異なる。
【０１１０】
　すなわち、図７のステップＳ１０８においては、電子書籍表示装置１０に記憶されてい
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る電子書籍ファイルに対応する利用者付加情報が全て対象となるのに対して、図８のステ
ップＳ２２４においては、現在表示されている電子書籍データに対応する利用者付加情報
のみが表示されることとなる。
【０１１１】
　そして、利用者により電子書籍の表示を終了する操作がされた場合（ステップＳ２２６
；Ｙｅｓ）には、本処理を終了し、ライブラリ表示に戻ることとなる。
【０１１２】
　［４．実施例］
　以下、本実施形態における実施例について、具体的な電子書籍表示装置１０の画面表示
例に基づいて説明する。
【０１１３】
　図１０は、電子書籍が一覧表示されているライブラリ表示の一例である。本棚を模した
表示に、書影データが行列状に表示されており、この中から利用者は閲覧したい電子書籍
を選択する。例えば、図１０では、電子書籍Ｂ１００が利用者により選択される。そして
、選択された場合の表示画面が図１１である。
【０１１４】
　図１１は、電子書籍データの１頁が表示されている。この電子書籍データの表示は、付
加情報として、リンク情報が表示されている。リンク情報は、例えば、Ｌ１００、Ｌ１１
０及びＬ１２０が表示されている。
【０１１５】
　ここで、リンク情報Ｌ１００及びＬ１１０と、リンク情報Ｌ１２０とは色が異なってい
る。これは、リンク先の種別によって色を変えることとしている。リンクの種類としては
、同一電子書籍（コンテンツ）内へのリンク、外部（例えばＷＥＢページ）へのリンク、
図表や動画といった別コンテンツへのリンク、利用者が付加したリンク等の種々の種類が
考えられる。これらのリンクの種類、リンク先の情報に応じて、リンクの色や表示を切り
替えることが可能である。本実施形態では、色で識別しているが、例えば形や、明るさ、
記号等で識別表示しても良い。
【０１１６】
　図１２は、インジケータ表示を行った画面例である。図１２に示すように、Ｖ１００の
領域をタップすると、インジケータ表示Ｎ１００が表示される。インジケータ表示Ｎ１０
０には、表示／非表示可能な付加情報が表示されている。例えば、領域Ｒ１００は、リン
クを示しており、リンクが選択されるとチェックマークが表示され、電子書籍にリンクが
表示される。また、表示された部分については、リンク機能が利用できることになる。
【０１１７】
　また、現在選択されていない付加情報は、グレーアウトしており、選択されていないこ
とが分かる。例えば、領域Ｒ１１０にあるマーカーは、現在選択されていない。したがっ
て、電子書籍上にもマーカーは表示されていない。
【０１１８】
　ここで、領域Ｒ１００を再度選択すると、今度はリンクの選択が解除され、非表示とな
る、また、領域Ｒ１１０を選択すると、今度はマーカーが表示される。このときの状態を
示したのが図１３である。
【０１１９】
　図１３では、マーカーとしてＭ１００と、Ｍ１１０とが表示された。そして、領域Ｒ１
００に示すように、リンクの選択が解除されたため、リンクは非表示となっている。また
、マーカーＭ１００は透過型のマーカーであるため、マーカーの下の文字を利用者は視認
することができる。それに対して、マーカーＭ１１０は透過していないため下の文字を視
認することができない。
【０１２０】
　このように、インジケータ表示Ｎ１００を利用して表示する付加情報を選択することで
、任意の付加情報について表示／非表示を切り替えることが可能となる。例えば、学生が
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重要な箇所を透過しないマーカーで選択し、当該マーカーの表示／非表示を切り替えるこ
とで、学習に活用できるといった使い道も考えられる。
【０１２１】
　なお、上述した通り、付加情報は複数の選択可能であり、例えば図１４に示すようにＲ
１００で選択されたリンクと、更にＲ１２０で選択されたメモを併せて表示することも可
能である。メモＭＭ１０は、通常の状態で電子書籍に表示されている。
【０１２２】
　このメモＭＭ１０は、大きさを変えたり（例えば、図１５）、色を変えたり（例えば、
図１６）をすることが可能である。メモを最初に付するときに変えても良いし、一度付け
たメモの大きさ、色、内容を変えても良い。
【０１２３】
　また、図１７に示すように、カメラデータを貼り付けても良い。図１７では、カメラデ
ータＣＭ１０が貼り付けられている。これにより、例えば利用者が実際に必要と思われる
ものを撮影し、貼り付けるといったことが可能である。例えば、医書の場合であれば、実
際の症例、手術の様子を貼り付けることが可能であるし、学生の場合であれば、板書の内
容を撮影して貼り付けるといったことも可能である。
【０１２４】
　このカメラデータについては、最小化したとき、図１８に示すように縮小表示（ＣＭ１
２）としてもよい。縮小表示がされていれば、表示の邪魔にならず、また、内容を簡易的
に確認ができるという利点が考えられる。
【０１２５】
　図１９は、手描きメモが表示されている状態である。手描きメモＨＭ１０は、電子書籍
上に重ねて表示されている。この手描きメモは、あとから線の大きさや色を変更する事が
可能である。
【０１２６】
　図２０（ａ）は、ページ切り替え操作が行われたとき、ページプレビューが画面下部に
表示された場合の画面例である。領域Ｒ２００には、画面プレビューがＲ２１０に表示さ
れ、その下の領域Ｒ２２０にページ番号が表示されている。ここで、表示されているペー
ジ番号は、書籍ページ番号が表示されている。例えば、図２０に示すように、左側２頁ま
では目次の領域であるため、ページ番号が「ｉｖ」「ｖ」と表示されている。そして左か
ら３頁目から、本文が始まり、ページ番号が「１」から表示されている。
【０１２７】
　なお、このページ表示は、例えば図２０（ｂ）に示すように、見開きページが分かるよ
うな表示形態に切り替え可能である。
【０１２８】
　続いて、図２１は、利用者付加情報としてしおりを利用した場合の実施例である。図２
１は、電子書籍表示装置１０の表示領域の上部の領域を主に表している。ここで、利用者
がしおりマークＳＲ１０をタッチすると、現在表示しているページにしおりに関する利用
者付加情報（しおりデータ）を付ける事ができる。
【０１２９】
　このとき、しおりはしおりの属性として種別（色）を設定することが可能となっている
。例えば、領域Ｒ３００には、４種類の色が表示されている。ここで、図２１（ｂ）に示
すように、例えば利用者が左から２番目の色（例えば、青）を選択すると、当該選択され
た種類にしおりが選択される。そして、同じ色でしおりマークのＳＲ１０の表示色が変更
される。なお、図２１（ｃ）に示すように、色の変わりに数字等を利用しても良い。
【０１３０】
　また、当該選択されたしおりの色はページ遷移を行っても保持されても良いし、もしく
は初期の色に戻ってもよい。また、戻るタイミングとしては、ページ遷移した場合でもよ
いし、利用者付加情報の種類を切り替えたタイミングであってもよい。
【０１３１】
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　図２２は、マイデータ表示の実施例を説明するための図である。電子書籍が表示されて
いる状態で、マイデータ表示の操作が行われると、領域Ｒ４００としてマイデータが表示
され、表示されている電子書籍（電子書籍データ）に対応する利用者付加情報が一覧表示
される。
【０１３２】
　ここで、利用者付加情報２２０のうち、全ての利用者付加情報を切り替えて表示するこ
とが可能となっている。図２２は、一例として、しおりデータ情報２２０ｅに記憶されて
いるしおりデータに基づいて表示されている。
【０１３３】
　また、利用者付加情報は、自由にソートすることが可能となっている。領域Ｒ４１０に
表示されたソート順の分類をタッチすることで、ソート順を切り替えることが可能となる
。例えば、図２２では、しおりデータがカラー順（しおり種別順）にソートされている。
これにより、例えば利用者は重要度によって色を変える（しおり種別を変更する）ことに
よって、重要なページを表示させると行ったことが可能となる。
【０１３４】
　そのほかにも、ページ順に表示させても良いし、利用者付加情報２２０が、利用者が付
加情報を付したときの日時を記憶していれば、更新日順に並べ替えるといったことも可能
である。
【０１３５】
　また、領域Ｒ４２０からは、しおりが付けられたページに関する情報が表示されている
。例えば、しおりの色を示すマークと、ページのプレビュー表示と、しおりが付けられた
日にちと、該当箇所（大項目や中項目）と、ページ番号とが表示されている。
【０１３６】
　このページ番号は、書籍ページ番号であるため、利用者にとっても、分かりやすい表示
となっている。また、ページプレビューの代わり又は併せて、詳細な項目名や、ページの
一部要約、スニペット表示等を行うこととしても良い。
【０１３７】
　また、表示する利用者付加情報が、例えば手描きデータであれば、プレビュー表示に手
描きメモを表示しても良い。また、メモデータであれば、ページ表示の代わりにメモ自体
を表示させても良い。また、カメラデータであれば、実際の画像を表示させてもよい。
【０１３８】
　図２３は、ライブラリ表示画面において、マイデータを表示させた場合の一例である。
マイデータは領域Ｒ５００に表示されているが、領域Ｒ５１０に表示される利用者付加情
報に基づいた電子書籍は、複数の電子書籍である。
【０１３９】
　例えば、上から１、２つは、電子書籍「診察ガイド」であるが、上から３つめは「治療
薬一覧」と異なる電子書籍のしおりデータが表示されている。このように、複数の電子書
籍を一括で表示する（いわゆる串刺しで一覧表示を行う）ことで、利用者はしおりの種類
に応じたデータを確認することが可能となる。
【０１４０】
　［５．電子書籍ファイルの作成］
　なお、上述した電子書籍ファイルは、電子書籍ファイル生成装置で生成することが可能
である。とくに、通常の電子書籍データに加えて、版元付加情報及びページ番号対応情報
を付加して作成する必要がある。
【０１４１】
　電子書籍ファイル生成装置は、読み込まれた電子データを、電子書籍表示装置１０が読
み込み、表示出来るようなデータ形式に生成する必要がある。この場合、例えばＰＤＦフ
ァイルを利用し、版元付加情報及びページ番号対応情報を付加することになる。
【０１４２】
　版元付加情報としては、ページ内の内部リンクか、外部サイト等への外部リンクかを識
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別可能なようにデータを付加する。例えば、ＰＤＦでリンクを付加したい箇所を選択し、
リンク先の情報を入力する。そして、リンク先の情報に応じて、異なるリンクの情報を付
加する。このとき、内部リンクについては、同じ電子書籍ファイル内であるため、例えば
ページの削除、挿入などによりページ番号がずれた場合は自動的に再リンクを行ってもよ
い。
【０１４３】
　また、ページ番号対応情報は、書籍を「目次」「本文」「索引」等の属性毎に、表示す
る書籍ページ番号を設定する。具体的に、ＰＤＦを表示してページを確認しながら、どこ
からどこまでが「目次」であるかといった情報を付加していく。そして、その属性毎に、
ページ表記をどのように行うかを設定することができる。
【０１４４】
　このように、本実施形態の電子書籍ファイル生成装置で生成された電子書籍ファイルが
、電子書籍ファイル２１０として電子書籍表示装置１０に読み込まれて表示されることに
より、上述した各内容が実現できる。
【０１４５】
　［６．変形例］
　以上、この発明の実施形態について図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこ
の実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計等も特許請
求の範囲に含まれる。
【０１４６】
　上述した実施形態では、電子書籍の表示・閲覧処理を電子書籍表示装置１０上で実現し
ているが、代わりにサービス提供サーバで実現してもよい。すなわち、ＡＳＰ（Applicat
ion Service Provider）型のサービスにおいて、電子書籍閲覧サービスを提供し、電子書
籍表示装置１０においては、例えばＷＥＢブラウザ上で上記サービスを利用する構成とし
てもよい。
【符号の説明】
【０１４７】
１　システム
１０　電子書籍表示装置
　１００　制御部
　２００　記憶部
　　２１０　電子書籍ファイル
　　２２０　利用者付加情報
　　　２２０ａ　メモデータ情報
　　　２２０ｂ　手描きデータ情報
　　　２２０ｃ　マーカーデータ情報
　　　２２０ｄ　カメラデータ情報
　　　２２０ｅ　しおりデータ情報
　　２３０　ライブラリ表示プログラム
　　２４０　電子書籍表示プログラム
　３００　通信部
　４００　表示部
　５００　操作入力部
　６００　撮影部
２０　管理サーバ
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【図２０】 【図２１】
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【図２２】 【図２３】
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